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鎌倉市永福寺跡における鎌倉時代の植生変遷

ShigeruSuzuKI＊andMasanobuYosHIKAwA＊：VegetationHistoryinthe

KamakuraPeriodattheYohfuku-ji-atoSiteinKamakura,CentralJapan

要旨中世都市鎌倉の永福寺跡の池および溝内堆積物の花粉化石の検討を行い，以下のよう

な植生変遷を認めた。１）創建(1992年)前はスギ属，アカガシ亜属，シイノキ属一マテパシイ

属が優勢である。２）１２世紀末～１３世紀末の期間は概ね同様の植生が存続した。３）１３世紀末

～１５世紀初頭ではスギ属，アカガシ亜属，シイノキ属一マテパシイ属が衰退し，マツ属複維管

束亜属が優勢となった。４）１５世紀初頭～１８世紀初頭では依然としてマツ属複維管束亜属が優

勢であるが，コナラ属コナラ亜属が漸増した。５）１８世紀初頭以降はスギ属が増加した。このう

ち１３世紀末におけるスギ属，アカガシ亜属，シイノキ属一マテバシイ属からマツ属複維管束亜

属への優占種の交代は，中世都市鎌倉にみられる大規模土地改変による植生破壊と大量のスギ

材利用によるスギ林の減少が主要因と推定された。

キーワード：花粉分析，鎌倉時代，完新世，植生破壊，植生変遷

AbstractWeinvestigatedvegetationhistorybypollenana1ysisonpondandditchsedi‐

mentsattheYohfuku-ji-atoSite､Ourfindingshowthat:ｌ)Beforetheerection(Ａ､Ｄ､1192）

oftheYohfukutemple,thesurroundingvegetationwascharacterizedbyhighfrequencies

ofC”ｔｏ"g砲,Ｑ"9？℃"ssubgen・Cyc/０６α敗れ”s応ａｎｄＱｚｓ"OPsfs-Rzsaれわ．２）Theperiod

aftertheerectionoftheYohfukutemple,ｆｒｏｍｔｈｅｅｎｄｏｆｔｈｅｌ２ｔｈｃ､ｔｏｔｈｅｅｎｄｏｆｔｈｅｌ３ｔｈ

ｃ・wassimilartothefirstperiod3)Fromtheendofthel3thc､tothebeginningofthel5th

c､wasdistinguishedbylowerfrequenciesofC？”わ"e”,Ｑﾉcん6α/α"”sjSandQzs如匁OPSだ－

Rzsα”jZz,andthedominanceｏｆＰｊ刀z4ssubgen､Ｄ１ｉｐﾉmy/o"、４)Fromthebeginningofthel5th

c・tothebeginningofthel8thc.,Ｄ幼/oXyわれstillwasdominant,butfrequenciesofQzｲe?℃"s

subgen.Ｌ幼域6aAz"z鰯graduallyincreased，５）Thebeginningofthel8thc､wascharacter‐

izedbyanincreaseofC73IPjo碗e”・ThusvegetationchangedｆｒｏｍＱ２ｙＰｊ０"gγzα，

Ｑﾉcん6α此z"OPS応ａｎｄＱｚｓｍ”Qﾉｳsjs-RzsaれわｔｏＤゆめ秒ﾉ0”attheendofthel3thc・Weconclud・

edthattheprimaryfactorsweretheｕｓｅｏｆＣ”/0うれ〃わ”0"/cawoodandvegetational

destructｉｏｎａｓＫａｍａｋｕｒａｇｒｅｗ・

ＫｅｙＷｏｒｄｓ：Holocene,Ｋａｍａｋｕｒａperiod,Pollenanalysis,Vegetationdestruction,Ｖｅgeta、

tionhistory

１．はじめに

神奈川県鎌倉市では近年，市内各所において遺跡の発掘調査が盛んに行われ，

て大規模な都市造営が行なわれたことが明らかとなった。すなわち，鎌倉を囲１

神奈川県鎌倉市では近年，市内各所において遺跡の発掘調査が盛んに行われ，鎌倉幕府開府にともなっ

て大規模な都市造営が行なわれたことが明らかとなった。すなわち，鎌倉を囲む丘陵の裾部を切り拓いて

は低地を埋め，より多くの平坦地をつくり，都市としての鎌倉の整備が行われた(斎木，1989)。また馬淵

(1989）によれば，それは人工的に切り立った崖を造ることによる防御施設（切岸）の構築を意味し，当時

はいたるところにこうした施設が存在していたことが予想された。二階堂に位置する永福寺跡の周辺丘陵

部も削り取られた跡があり，切り立った崖線をみせている。このような大土木工事による土地改変にとも

なって鎌倉周辺の森林植生も過大な影響をうけたことが容易に想像される。さらに鎌倉市の西部に位置す

る佐助ヶ谷遺跡では箸などおびただしい量の木製品が出土しており(佐助ヶ谷遺跡発掘調査団，1993)，そ

の量からも鎌倉時代における周辺植生への人間の干渉の強さがうかがえる。一方，「吾妻鏡｣などの古文書
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には永福寺庭園の造営に際し京より庭師を呼び寄せたり，桜や梅の移植，花見や蹴鞠などの記述がみられ

る。これはいわば当時の権力者の趣味・趣向が庭園という狭い空間に影響をあたえていることを意味し，

庭園にとどまらず，背景として周辺の植生にも権力者の趣味・趣向が反映された可能性がある。

永福寺跡においてはこれまでの発掘調査の成果と，『吾妻鏡.Iなどの古文書に記載された記録から，永福

寺の創建から火災消失までの時期区分が設定されている(鎌倉市教育委員会，1991)。また，永福寺跡の池

あるいは溝の堆積物は，これまでの発掘調査から詳細な編年がなされており，時期区分との対応が可能で

ある。錐者らはこれまでにそれら堆積物の花粉分析に基づいて，鎌倉時代における人と苑池周辺植生との

関わり合いや，中世都市鎌倉における開府以来の急激な土地改変・木材利用による植生破壊を検討･する機

会に恵まれた。小論は，古文書による時期区分とこれまでの発掘調査の成果をとりまとめた上，詳細な考

察を行ったものである。

なお，本稿を作成するにあたり，鎌倉市教育委員会には調査の機会，資・試料の提供をうけた。また同

委員会の玉林美男・福田誠両氏には現場において遺構やその年代などについて様々なご教示．ご意見を

賜った。ここに記して感謝の意を表します。

2．調査地の概要

永福寺跡は，滑川の支流である二階堂川により開析された谷の谷頭部に位慨し，二つの小支谷が合流す

るいくぶん開けたところに立地する（図１)。永福寺は，鶴岡八幡宮寺，勝長寿院とともに源頼朝が建立し

た三大寺院の一つで，「吾妻鏡』などの古文書から，境内には二階堂，阿弥陀堂，薬師堂などの建立物の存

在が知られている。創建は１１９２年で，その後火災と再建が繰り返されたが，１４０５年の焼失後の再建の記録

はなく（賃，1980)，この後は廃寺になったと考えられている。

1981年度から国指定史跡永福寺跡環境整備事業の一環として発掘調査が行われ，これまで西側丘陵部に

沿って上記主要伽藍の建物跡などやその前面に広がる池（苑池）の西側汀線部分を含めた庭園の調査が進

められてきた。こうした発掘調査や文献資料などから永福寺の歴史は以下の４つの時期に区分されている

３６．Ｎ-

140.E

図１永福寺跡と試料採取地点の位置

Fig.１LocalitiesofYohfuku-ji-atoSiteandsamplingpoints
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（鎌倉市教育委員会，1991)。すなわち，Ｉ期（創建(1192年)～寛元･宝治年間(1243～1248年)解体修理)，

11期(寛元･宝治年間解体修理～弘安３年(1280年)火災)，111期(弘安１０年(1287年)再建～延慶３年(１３１０

年)火災)，１V期（延慶３年再建～応永１２年(1405年)火災･消失）である。この研究で対象とする調査地点

は，図ｌに示したようにＫＹ－Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの４地点である。ＫＹ－Ａ，Ｂは池の中に位置し，ＫＹ－Ｃは２溝，

ＫＹ－Ｄは３満にそれぞれ位置する。また，池は創建以来全期間，２溝は111期，３溝は創建から１１期にわた

ることが明らかになっている。

3．堆積物と編年

花粉分析を行ったＫＹ－Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの４地点の地質柱状図を図２に示す。

ＫＹ－Ａ地点では，下位から，地山をなすオリーブ灰色砂質シルト，黒褐色有機質粘土ないし有機質砂質

シルト，緑灰色擬喋を含む黒褐色有機質砂質シルト～有機質砂質粘土，黒褐色砂質粘土質シルトが観察さ

れた。有機質粘土ないし砂質シルトは池を直接埋積する堆積物で，１３世紀末から永福寺廃絶（1405年)頃

の１５世紀初頭までの期間内に堆積したとみなされる。この中程に炭化物片が層状に挟在するが，これは延

慶３年（1310年）の火災に由来する可能性がある。池の堆積物の上位の堆積物は，永福寺廃絶後のものと

みなせる。上部の黒褐色砂質粘土質シルトにはスコリアからなる５ｃｍ以下の小ブロックが認められるが，

岩相から富士宝永スコリアに同定された。最上部は現生の植物遺体を多く含む黒褐色粘土質シルトからな

る。

ＫＹ－Ｂ地点では，池の埋積物より下位の堆積物が確認された。堆積物は，下位から，泥岩を多く含む黒
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灰色シルト質砂（No.Ｂ３)，黄灰色シルトが斑状にはいる黒灰色粘土（No.Ｂ２)，黒灰色砂質シルトからな

る。前２者は永福寺創建以前の堆積物である。黒灰色砂質シルトは池が造られる際の造成用の盛り土であ

る。

ＫＹ－Ｃ地点では,２溝の埋積物が観察された。堆積物は,主に暗青灰色砂質シルトおよび泥岩塊から構成

され，泥岩塊の量により細分される。このうち最下部の砂質シルトが卓越する層には植物化石が多く含ま

れる。２溝の存続期間から，１３世紀末（II期末）から１４世紀初頭（1Ｖ期初）までの期間内に堆積したもの

とみなせる。

ＫＹ－Ｄ地点では,３溝の埋積物が観察された｡堆積物は主に暗青灰色砂質シルトおよび泥岩塊から構成さ

れる。３満の存続期間から１１９２年の創建時（I期）から１２８０年まで（11期）の期間内に堆積したものと考

えられる。

4．試料と方法

分析試料は図２に示したように,ＫＹ－Ａ地点ではＡ１～Ａ１２の１２層準,ＫＹ－ＢではＢ１～Ｂ３の３層準，

ＫＹ－Ｃ地点ではＣｌ～Ｃ４の４層準，ＫＹ－Ｄ地点ではＤ１，，２の２層準から採取した。花粉化石の抽出は，

試料約2～３９をＫＯＨ処理-ＨＦ処理-アセトリシス処理の順に行った。花粉量の少ない一部の試料につい

ては重液分離を行った。検鏡はグリセリンを浸液とするプレパラートを作成して行った。ダイアグラムに

示した各分類群の出現率は，樹木花粉は樹木花粉総数，草本花粉・シダ植物胞子は全花粉・胞子総数を基

数として百分率で示す。また，ハイフンで結んだ分類群は分類群間の区別が明確でないものを示し，クワ

科・バラ科・マメ科は樹木と草本があるがそれぞれに分けることが困難なため便宜的に草本花粉に一括し

て含めてある。Ｔ・-C・は，イチイ科一ヒノキ科一イヌガヤ科Taxaceae-Cupressaceae-Cephalotaxaceae

を示す。

5．花粉化石群集と分帯

永福寺跡の各地点の主要花粉化石の層位的出現傾向を図３に示す。このダイアグラムは，ＫＹ－Ａについ

ては吉川（1990)，ＫＹ－Ｂについては鈴木（l993a)，ＫＹ－ＣおよびＫＹ－Ｄについては鈴木（l991a）の堆

積物の編年に基づいて時代順に総合したものである。

主要樹木花粉の層位的出現傾向に基づいて，下位よりYF-I，YF-II，YF-IIIの３つの花粉化石群集帯を

設定する。

YF-I帯は，スギ属Ｃ”わ"c宛とコナラ属アカガシ亜属Ｑ脚g”"ssubgen.Ｑﾉc〃6α""o1sjsの優占ない

し高率出現によって特徴づけられる。この帯は随伴する分類群の出現傾向に基づいて２亜帯に細分される。

下位のＹＦ－Ｉａ亜帯（No.Ｂ１，Ｂ２,Ｂ３）は，シイノキ属一マテパシイ属QzS”OPSiS-RzSα"虹の高率出

現と草本のイネ科Gramineaeの卓越で区別される。上位のYF-Ib亜帯(No.Ｄ1,,2）は，クマシデ属一

アサダ属Ｑｚゆi'２z‘s-Osj7ﾌﾙαの高率出現と草本類の出現率の低下によって区別される。

YF-II帯は，マツ属複維管束亜属廊冗z《ssubgen.ＤわんXy/0〃の優占によって特徴づけられる。この帯は

随伴する分類群の出現傾向に基づいて２亜帯に細分される。下位のYF-IIa亜帯(No.Ａ６～Ａ１2,Ｃｌ～Ｃ

４)は，エノキ属一ムクノキ属αﾉ雄一Ap加打α〃Agの目立った産出によって区別される。草本類では，試料

No.Ｃｌ～Ｃ４ではイネ科やクワ科Moraceaeが目立つが，試料No.Ａ６～Ａｌ２では，下部でガマ属乃ゆ加

が、上部でカヤツリグサ科Cyperaceaeが高率で出現する。ＹＦ－ＩＩｂ亜帯（No.Ａ４～Ａ５）は，コナラ属

コナラ亜属Ｑ"e'℃郷ssubgen.Ｌ”ｊｔｊひ6α敗れz鱈とクマシデ属一アサダ属，および草本類のイネ科，オモダカ

属ｓｔｚｇ"/αγjtzの目立った産出で区別される。またミズアオイ属〃o"0c〃oγjtz，キカシグサ属Ｒｏ舷jkzの産出

も特徴的である。

YF-III帯（No.Ａ１～Ａ３）は，マツ属複維管束亜属とスギ属の高率出現で特徴づけられる。草本類では

YF-IIb亜帯と同様にイネ科が高率を占め，オモダカ属，ミズアオイ属，キカシグサ属も産出する。

6．永福寺跡とその周辺の植生変遷史

（１）植生期の区分と編年

永福寺跡とその周辺における，対象とした鎌倉時代とその前後の植生変遷史は，花粉化石群集帯のＹＦ－
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１，１１，１１１の各帯に対応する植生期に区分され，亜帯を含めると５つに細分される。すでに述べた遺構の存

続期間とテフラの対比に基づいて，各時期の年代は概ね以下のように見積られる。YF-Ia亜帯とＩｂ亜帯

の堆積物は永福寺の創建以前および創建後の３溝の時期にそれぞれあたるので,YF-Ia亜帯に対応する時

期は西暦１１９２年より古く，YF-Ib亜帯に対応する時期は西暦１１９２年から１２８０年，すなわち’２世紀末か

ら１３世紀末までと見積ることができる。YF-IIa亜帯は，２溝の開削にはじまるので，下限は古くとも１３

世紀末と見積ることができる。またその上限は,試料No.Ａ５～Ａ６間の堆積層が永福寺廃絶前後の時期に

あたることから，１５世紀初頭と見積られる。YF-III帯にあたる時期の下限は，その下部に富士宝永スコリ

アを挟在することから，ここでは１８世紀初頭とした。したがってYF-IIb亜帯にあたる時期は１５世紀初

頭から１８世紀初頭とみなすことができる。なお，少なくともＫＹ－Ａ地点においては,造営直後の池の埋積

物は，その後の池さらいによって残っていないことが予想され，花粉分析の結果からも，ＫＹ－Ａ地点の池

の埋積物の基底より，ＫＹ－Ｄ地点の３溝の埋積物の方が古いことが示唆される。

（２）古植生の復元と植生変遷史

花粉化石群集帯に対応する５つの時期の古植生を，古い方から復元すると以下のようである。

１．永福寺創建以前の古植生（西暦１１９２年以前）

YF-Ia亜帯の時期にあたる。この時期の永福寺周辺の植生は，YF-Ia亜帯でのスギ属，コナラ属アカ

ガシ亜属，シイノキ属一マテパシイ属花粉の高率と，スギの材片の多産(鈴木，１９９１ａ,1993ａ)から，スギ・

アカガシ亜属・シイノキ属かマテパシイ属を主要な構成要素とする森林が復元される。同じ鎌倉市内の佐

助ヶ谷遺跡では，縄文時代後。晩期頃から古代ないし中世まで，やはりスギ属が優勢で，照葉樹林要素も

目立つ花粉化石群集が示されている（鈴木，1993ｂ)。市街北中央部の若宮大路周辺遺跡群No.242遺跡で

も，縄文時代中期末頃はスギ属や照葉樹林要素が優勢である（鈴木，１９９３ｃ)。これらのことは永福寺創建

以前の周辺植生がスギ林や照葉樹林によって占められ，かつそのような森林植生が縄文時代中期末以降存

続していたことを示す。

一方，YF-Ia亜帯におけるイネ科花粉の多量の産出，現在の水田雑草の種を含むオモダカ属やミズアオ

イ属などの産出，および試料１９当たり約１１，０００個のイネのプラント・オパールの産出(鈴木，１９９３ａ)は，

当地点における稲作の高い可能性を示すものである。

２．１２世紀終末～１３世紀末

この時期は，YF-Ib亜帯の時期に相当し，３溝が存続していた時期（I～11期）にあたる。永福寺創建直

後の寺周辺の植生は依然としてスギ林や照葉樹林が優勢であった。「二階堂の地に始めて池を掘り出す｣と

の記述が「吾妻鏡」にはじめて現れ，伽藍とともに苑池の造営が行われた。永福寺跡は南に傾斜した地形

面上に立地しており，池を含め敷地全体を通して，北側は地山を削って，反対に南側は盛土をし，その盛

土を保護する形で泥岩塊をしきつめるといった造成が行われている(福田氏私見)。また３溝も建物裏手の

丘陵部を一部削って造られている｡ＹＦ－Ｉｂ亜帯におけるシイノキ属一マテパシイ属の低下とクマシデ属一

アサダ属の多産は，こうした創建時における土地改変の影響を反映する可能性が高い。ただ，この時期に

おいてもスギ林や照葉樹林の優占が示唆され,土地改変は周辺植生を一変させるほどのものではなかった。

また草本類の占める割合が小さくなるのは，土地改変による水田域の消滅を示唆する。

３．１３世紀末～１５世紀初頭

この時期は，YF-IIa亜帯の時期に相当し，２溝や苑池の存続時期にあたる。YF-IIa亜帯を通じてのマ

ツ属複維管束亜属の圧倒的な優占は，それまで永福寺周辺に優占していたスギや照葉樹類が衰退し，マツ

属複維管束亜属がこれにとって代わったことを示す。マツ属複維管束亜属は，苑池の堆積物からクロマツ

の葉や根株の産出（鈴木，l991b）からみてクロマツの可能性が高い。

辻（1985）は，関東地方におけるマツ属複維管束亜属の増加について，約1300年前の中世における植生

改変の開始（第２植生破壊）による漸増と，約1650年ないし１７００年の江戸時代における大規模な植生改

変（第３植生破壊）による激増をあげている。しかしながら永福寺においてはマツ属複維管束亜属の激増

がすでに１３世紀末に認められた。鎌倉市内の佐助ヶ谷遺跡の１４世紀末の試料においてもマツ属複維管束

亜属の産出が目立つ(鈴木，l993b)。このように鎌倉地域では関東各地に先だってマツ属複維管束亜属が

急増した。このような激しい植生の変化は,鎌倉周辺における頻繁なスギ材利用や大規模な土地改変によっ

てもたらされたのであろう。すなわち，若宮大路周辺遺跡群No.２４２遺跡や佐助ヶ谷遺跡においては，中
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世の堆積層よりおびただしい量の箸やその他の木製品が出土しており，一部の同定結果ではあるが大半は

スギである(藤根，１９９３ａ，1993ｂ)。永福寺の苑池や２溝堆積物からスギ板材の出土が報告されており(鈴

木，１９９１ａ,1993ａ)，スギ材がかなり利用されたことを示している。また鎌倉では開府以来都市整備などに

より大規模な土地改変が行われ，いたるところに切り立った崖がみられたと推測され(馬淵，1989)，これ

によってスギ林や照葉樹林は多大の影響をうけたと考えられる。

４．１５世紀初頭～１８世紀初頭

この時期は，YF-IIb亜帯の時期にあたり，永福寺廃絶前後から富士宝永スコリア降下（１７０７年）頃ま

でである。永福寺周辺の植生は，基本的にはマツ属複維管束亜属が優勢であり，落葉広葉樹のコナラ亜属

も目立つ存在となったが，樹木花粉の比率がかなり低くなることから，森林の密度はさらに低下したとみ

られる。一方，イネ科花粉の急増と水田雑草を含む分類群の随伴は，かつての池やその周辺が水田化され

たことを示唆する。

５．１８世紀初頭以降

この時期は，YF-III帯にあたる。マツ属複維管束亜属がスギ属とともに高率で占めるようになることか

ら，辻（1987）がいうような関東地方における江戸時代のマツ・スギ２種を主とする植林を反映したもの

であろう。
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